
　雪に埋もれた野菜は寒さか
ら身を守るため、栄養分をた

めこみ甘味が増すと言われています。
　写真は、雪下キャベツを栽培する佐藤
重雄さん（鶴ケ池）。寒風が身にしみる中、
野菜の出来栄えを確認しながら丁寧に収
穫していました。（1月14日撮影）

雪 の恵み

平成23年平成23年

№ 559559
2

町の人口 平成23年1月1日現在　男3,266人 女3,417人 計6,683人 世帯数2,260戸 12月との比較 人口△10人 世帯数△ 1戸 人のうごき 出生 2人 死亡 9人



新年の決意を語る湯田町長

尺八を演奏する星さん

新
年
の
飛
躍
誓
う

新
年
の
飛
躍
誓
う

町
新
春
年
始
会

町
や
町
議
会
、
会
津
み
な
み
農

業
協
同
組
合
な
ど
十
一
団
体
が
主

催
し
た
「
平
成
二
十
三
年
下
郷
町

新
春
年
始
会
」
は
、
一
月
四
日
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

関
係
者
ら
約
百
二
十
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

年
始
会
で
は
、
湯
田
雄
二
町
長

が
「
活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、

商
工
業
や
農
業
、
観
光
業
が
連
携

し
た
施
策
を
進
め
る
と
同
時
に
、

町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
医
療
や
福
祉
事
業
な
ど
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
新
年
の
決

意
を
語
り
、
小
椋
正
県
南
会
津
地

方
振
興
局
次
長
や
渡
部
勝
博
県
議

会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
渡
部

盛
美
会
長
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
り
、

出
席
者
は
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
な
が
ら
懇
談
し
、
新
年
の
飛

躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
星
勝
雄
さ
ん
（
小

野
）
と
渡
部
よ
し
え
さ
ん
（
弥
五

島
）に
よ
る
尺
八
と
琴
の
演
奏
や
、

湯
田
眞
佐
弘
さ
ん
（
倉
村
）
と
河

合
政
弘
さ
ん
（
刈
林
）
に
よ
る
祝

謡
が
披
露
さ
れ
、
新
た
な
年
の
希

望
に
満
ち
た
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。



訓示を述べる星団長

作品を鑑賞する来場者

祝謡を披露する河合さん（左）
と湯田さん

無火災を願った神事

一
月
九
日
、
平
成
二
十
三
年
下

郷
町
消
防
団
出
初
式
が
町
役
場
で

開
か
れ
、
団
員
ら
約
百
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

式
で
は
、
殉
職
団
員
へ
の
黙
祷

の
後
、
無
火
災
祈
願
の
神
事
が
行

わ
れ
、
出
席
者
は
一
年
の
安
全
を

願
い
ま
し
た
。

湯
田
雄
二
町
長
が
「
日
頃
の
消

防
団
員
の
活
躍
に
感
謝
。
新
た
な

決
意
を
持
っ
て
町
の
安
全
の
た
め

に
活
動
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
、
続
い
て
星
賢
一
団
長

が
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
る

と
い
う
高
い
意
識
の
も
と
訓
練
等

に
励
み
、精
進
を
重
ね
て
ほ
し
い
」

と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

昨
年
、
町
内
で
は
三
件
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
団
員
ら
の

迅
速
な
活
動
に
よ
り
大
事
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
団
員
の
強
い

使
命
感
が
町
を
守
っ
て
い
ま
す
。

町消防団出初式・無火災祈願祭町消防団出初式・無火災祈願祭

■新春書初め展
平成23年下郷町新春書初め展
は、 1月22日から30日まで田沼
文藏記念館で開催され、町内の
小中学生や書道愛好家らの力作
413点が展示されました。
小中学生の特別賞受賞者は下
記のとおりです。
▼小学生の部

▼中学生の部
学年 町長賞 教育長賞 公民館長賞

１年 渡部　　栞 渡部あさみ 渡部　萌生

２年 佐藤　真子 三浦功児朗 渡部かなみ

３年 湯田　陽香 室井　瑞希 鈴木　千尋

町、町議会、町教育委員

会、町農業委員会、町商

工会、会津みなみ農業協

同組合、町森林組合、町

土地改良区、町区長協議

会、町婦人会、町老人ク

ラブ連合会

年始会主催団体



申告の必要な方
平成23年 1 月 1 日現在、下郷町に住所を有し、次

に該当する方

①農業、商業、建設業、サービス業など各種事業の

事業所得者

②地代、家賃、配当、譲渡所得等の収入のあった方

③給与所得者で、次に該当する方

ア）勤務先から町に給与支払報告書が提出されて

いない方

イ）給与以外に農業、地代、家賃、配当などの収

入のあった方

ウ）平成22年中の中途で就職、又は退職し年末調

整を行っていない方

エ）臨時に雇われ、給与収入のあった方

④公的年金の受給者で、次に該当する方

ア）公的年金以外に農業、配当、地代、家賃、個

人年金などの収入のあった方

イ）臨時に雇われ、給与収入のあった方

⑤無収入の方でも、他の人の扶養になっていない65

歳未満の方、児童扶養手当受給者、障害年金受給

者、国民年金保険料免除申請者、特定疾患認定申

請者、所得証明・非課税証明が必要な方

申告の際に必要なもの

■
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
受
付
は
、
2
月
16
日
（
水
）

か
ら
3
月
15
日
（
火
）
ま
で
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
は
、
3
月
31
日
（
木
）
ま

で
で
す
。
税
務
署
の
閉
庁
日（
土
・

日
・
祝
日
等
）
は
、
税
務
署
で
は

相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
申
告
書
は
、
郵
便
・
信

書
便
又
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
っ
て

も
提
出
可
能
で
す
。

▼
ご
利
用
く
だ
さ
い
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告
な

ど
の
手
続
き
が
簡
単
に
で
き
ま

す
。
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
事
前

準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）
に
「
確
定
申

告
特
集
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
に
よ
る
相
談

確
定
申
告
に
関
す
る
一
般
的
な

相
談
は
、「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
電
話
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
自
動
音
声
応
答
（
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
）
に
し
た
が
っ
て
番
号

「
0
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
は
、
東
北
税
理
士
会
の
会
員
税

理
士
に
も
従
事
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

■
田
島
税
務
署

☎
0
2
4
1
（
62
）
1
2
3
0

確定申告受付期間
■所得税
　 2月16日（水）から

　 3月15日（火）まで

■消費税及び地方消費税
　 3月31日（木）まで

■町県民税
　 5ページに掲載の相談

会をご利用ください。

申
告
は
お
早
め
に
！

申
告
は
お
早
め
に
！

平成２３年度町県民税申告相談会

■農業所得のある方（経費は種類ごとに分けて、年単位

で集計して持参願います）

●販売した農作物の出荷伝票、仕切書、請求書、領収

書（控）等●自家消費（自宅用、兄弟親戚知人等への

贈答用）した農作物の数量の記録●農業にかかる経費

全般の領収書・農協のマネージメント書類（ 1年分）

●収支内訳書

＊農業所得の申告は原則、収支計算となりましたので

上記のものをご用意願います。

■営業・不動産所得等のある方（営業経費は種類ごとに

年単位で集計して持参願います）

●収支内訳書（収入、支出のわかるもの）●関係帳簿、

経費全般の領収書

■給与所得者・年金受給者

●勤務先、日本年金機構などで発行された源泉徴収票

原本(確定申告に必要)

■その他●印鑑●1月1日現在で他町に住民票をもつ者

を扶養親族とする場合は、扶養親族の氏名・生年月日・

住所地を記したメモなど●国民健康保険税領収書（ 1

月から12月までの分）●介護保険料領収書●後期高齢

者医療保険料領収書●国民年金保険料の控除証明書

(日本年金機構送付)又は領収書●各種保険料控除証明

書（生命保険、個人年金、地震保険等）●小規模企業

共済法による共済契約に基づく掛金証明書●平成22年

中に支払われた医療費の領収書と保険等で補填された

金額のわかるもの●身体障害者手帳、療育手帳、障害

者控除対象者認定書（町生活課 健康福祉班発行）●

税務署より送付された確定申告書一式は必ずご持参く

ださい。●預金通帳及び通帳印（確定申告による所得

税の納税や還付は原則口座振替で行われます）

平
成
23
年
度
町
県
民
税

の
申
告
相
談
会
を
5
ペ
ー

ジ
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

町
県
民
税
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
よ
り
良
い
生
活
を

し
て
い
く
た
め
の
大
切
な

財
源
の
一
部
で
あ
り
、
行

政
へ
参
画
す
る
意
義
を
持

っ
た
税
金
で
も
あ
り
ま
す
。

正
し
く
申
告
し
、
適
正

に
納
税
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（
税
務
班
課
税
係
）



平成23年度町県民税申告相談会日程表
月　日 集     落 時     間 会     場

２月１５日（火）

小野 　９：１０～１１：３０ 小野集会所

大沢 １３：００～１５：３０ 大沢公会堂

小出 　９：１０～１１：３０ 小出集会所

沼尾 １３：００～１５：３０ 沼尾公民館

２月１６日（水）

萩原 　９：１０～１１：３０ 萩原公会堂

板倉 １３：００～１５：３０ 板倉公会堂

戸赤 　９：１０～１１：３０ 戸赤集会所

新開 １３：００～１５：３０ 新開公会堂

２月１７日（木）

三ツ井 　９：１０～１１：３０ 三ツ井生活改善センター

小池 １３：００～１５：３０ 小池公会堂

中山 　９：１０～１１：３０ 中山生活改善センター

倉水 １３：００～１５：３０ 倉水公民館

２月１８日（金）
南倉沢 　９：１０～１１：３０ 女性若者等活動促進施設

小松川 １３：００～１５：３０ 小松川集会所

２月１９日（土）
中妻 　９：１０～１１：３０ 中妻公民館

水門 １３：３０～１５：３０ 水門公会堂

２月２１日（月）
白岩・柏木原 　９：１０～１１：３０ 白岩高齢者・若者センター

田代 １３：３０～１５：３０ 女性若者等活動促進施設

２月２２日（火） 落合 　９：１０～１５：３０ 落合生活改善センター

２月２３日（水） 芦の原 　９：１０～１５：３０ 芦の原多目的集会所

２月２４日（木） 湯野上 　９：１０～１５：３０ 湯野上湯の郷会館

２月２５日（金） 塩生 　９：１０～１５：３０ 塩生公会堂

２月２８日（月） 音金 　９：１０～１５：３０ 音金集会所

３月　１日（火） 大松川 　９：１０～１５：３０ 大松川集会所

３月　２日（水） 檜原･桃曽根 　９：１０～１５：００ コミュニティ－センター

３月　３日（木） 大内 　９：１０～１５：３０ 大内集会所

３月　４日（金）
姫川 　９：１０～１１：３０ 姫川公会堂

橋坂 １３：００～１５：３０ 橋坂集会所

３月　５日（土）

枝松 　９：１０～１１：３０ 枝松集会所

雑根 １３：３０～１５：３０ 雑根高齢者・若者センター

沢入 　９：１０～１１：３０ 沢入公会堂

十文字・鶴ケ池・野際 １３：３０～１５：３０ 十文字婦人ホーム

３月　６日（日） 全地区対象 　９：１０～１５：３０ ふれあいセンター

３月　７日（月）
成岡 　９：１０～１１：３０ 成岡公会堂

張平 １３：３０～１５：３０ 張平公会堂

３月　８日（火） 刈林 　９：１０～１５：３０ 刈林区民館

３月　９日（水） 弥五島 　９：１０～１５：３０ 弥五島公民館

３月１０日（木）
全地区対象 　９：１０～１５：３０ ふれあいセンター

３月１１日（金）

３月１２日（土） 楢原 　９：１０～１５：３０ 楢原公会堂

３月１４日（月） 倉村 　９：１０～１５：３０ 倉村公会堂

■お問い合わせ　税務班　課税係　℡０２４１－６９－１１５５



処
理
費
用
を
増
大
さ
せ
る

処
理
費
用
を
増
大
さ
せ
る

違
反
ご
み

違
反
ご
み

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ

り
適
正
な
分
別
排
出
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
・
田
島
下
郷
町
衛
生
組
合
で

は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
排
出
抑
制
）

を
は
じ
め
と
し
た
３
Ｒ
の
推
進
、

費
用
の
効
率
化
を
目
指
し
、
町
民

の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
に
は
、
き
ち
ん
と
分
別
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
排
出
の
段
階
で
、
分

別
区
分
と
は
別
の
異
物
が
混
入
し

て
い
た
り
、
食
品
の
汚
れ
が
付
着

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

異
物
な
ど
が
混
入
し
て
い
る
と
、

選
別
作
業
の
費
用
が
増
大
す
る
ほ

か
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

の
処
理
に
も
大
き
な
経
費
が
か
か

り
ま
す
。

昨
年
、
二
ケ
月
間
に
渡
り
違
反

ご
み
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

調
査
結
果
を
参
考
に
今
後
の
適
正

な
分
別
排
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
町
民
班
生
活
安
全
係

　

☎
0
2
4
1
（
69
）
1
1
3
3

■
田
島
下
郷
町
衛
生
組
合

　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
4
1
（
67
）
3
8
2
0

違反ごみ調査結果 調査期間　平成２２年６月・７月
調査対象　町内全集積所

違反ごみ項目 件数

●指定袋を使用してない ２３件

●段ボールに、紙製容器包装や紙パックなどが混入している ２０件

●可燃ごみ・不燃ごみに、分別区分とは別の異物が混入している １６件

●袋に、びんやペットボトルなどを混入し排出している 　３件

●プラ製容器包装に、分別区分とは別の異物や汚れたものが混入している 　２件

●資源ごみ（ペットボトル・びん）を指定集積所以外に排出している 　２件

●紙製容器包装に、分別区分とは別の異物が混入している 　１件

●衛生組合で処理できない粗大ごみ（テレビ等の家電リサイクル） 　１件

２ケ月間の違反ごみ合計件数 ６８件

●びんやペットボトルにキャップなどがついたま

ま排出されるケースが多くみうけられます。

キャップやフタを取り、軽くすすぎ、

びんは指定集積所のコンテナへ、ペッ

トボトルはペタールボックス（緑の網）

へ（ペットボトルのキャップやラベルは、プラ

製容器包装へ）分別排出してください。

●ごみは、決められた収集日・時間（午前８時ま

で）に指定された場所へ分別して出してくださ

い。※特に、振替休日は注意してください。

排出前に確認を！ 啓発シール（違反ごみシール）啓発シール（違反ごみシール）

ごみ分別の方法ごみ分別の方法

分別がされていないごみについては、啓発シ

ール（違反ごみシール）を貼って残します。

シールの内容を確認し正しく分別し直して、

次回の収集日に出してください。

分別の区分については、ごみカレンダーやご

みの分別百科をご参照の上、排出して下さい。

不明なごみについては、生活安全係か東部クリ

ーンセンターにお問合せください。



支援

内容

平成23年７月24日までに地上アナログ放送は終了します。

地デジの準備は地デジの準備は
進んでいますか？進んでいますか？
ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯へのへの市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯　　　　

受信支援について受信支援について

支援に関するお問い合わせ（総務省地デジチューナー支援センター）
ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯

0570－033840
市町村民税非課税世帯

0570－ 023724

申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して「総務省地デジチューナー支援実

施センター」へ送付してください（平成23年7月24日まで消印有効）。申込書は、電話・

インターネット等で総務省地デジチューナー実施センター（http://chidejishien.jp）か

らお取り寄せください。身近な公共機関やＮＨＫ放送局に置いてある場合もあります。

①簡易チューナー（ 1台）をお宅に訪問

し設置します。（無償）

②必要により屋外アンテナの改修工事な

どを行います。（無償）

下記の中でＮＨＫ放送受信料が全額免除

の世帯

①生活保護等の公的扶助を受けている世

帯

②障がい者がいる世帯で、世帯全員が市

町村民税非課税の世帯

③社会福祉施設に入所している世帯

ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯 市町村民税非課税世帯

①簡易チューナー（ 1台）をお宅に配送

します。（無償）

②設置方法と操作方法を電話でサポート

します。

世帯全員が市町村民税非課税の世帯

※ＮＨＫとの放送受信契約が必要です。

申込

方法

※すでに地上デジタル放送を視聴できる世帯は、支援を受けられません。

支援

対象



任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
た
室
井

文
輔
教
育
長
の
後
任
に
、
前
町
総

務
課
長
の
大
竹
康
隆
氏
が
就
任
し

ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
の
定
例
議
会
に
お

い
て
、
大
竹
氏
の
教
育
委
員
へ
の

任
命
が
同
意
さ
れ
、
今
年
一
月
十

五
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会

臨
時
会
で
新
教
育
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。大
竹
教
育
長
の
任
期
は
、

平
成
二
十
七
年
一
月
ま
で
の
四
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
教
育
長
に
大
竹
康
隆
氏

│
就
任
の
あ
い
さ
つ
│

一
月
十
五
日
付
け
で
教
育
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
重
責

と
前
任
者
の
素
晴
ら
し
い
ご
功
績

を
考
え
る
時
、
大
変
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
剣
道
修
行
の

中
で
師
よ
り
い
た
だ
い
た〝
教
え
〞

「
一
流
の
技
は
、
し
っ
か
り
し
た

土
台
の
上
に
し
か
乗
ら
な
い
」
を

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
基
本
と

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
考
え
を
基
本
と

し
、
教
育
行
政
の
事
務
執
行
に
精

励
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。町教育長

大竹康隆

略歴
三ツ井生まれ。
昭和49年町役場
入庁。建設課長、
事業課長、総務
課長などを歴任。
59歳。

表彰を受ける齊藤委員長（左）

海寶所長から感謝状を贈られる室井さん（左）

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
齊
藤
宗

平
委
員
長
（
大
松
川
）
は
、
適
正

な
選
挙
執
行
に
尽
力
し
た
と
し
て

栄
え
あ
る
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
伝
達
式
は
、

一
月
二
十
五
日
、
県
南
会
津
地
方

振
興
局
で
行
わ
れ
、
渡
辺
典
雄
振

興
局
長
が
齊
藤
委
員
長
に
表
彰
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

昨
年
七
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

に
お
い
て
、
全
国
の
投
票
率
が
伸

び
悩
む
中
、町
の
投
票
率
は
八
一
・

四
三
％
と
前
回
よ
り
〇
・
一
九
㌽

上
昇
し
ま
し
た
。

齊
藤
委
員
長
は
「
町
民
の
皆
さ

ん
の
選
挙
に
対
す
る
高
い
意
識
の

お
か
げ
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

一
月
二
十
四
日
、
昭
和
電
工
株
式

会
社
東
長
原
事
業
所
の
海
寶
益
典
所

長
は
、
室
井
寧
々
さ
ん
（
江
川
小
六

年
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

室
井
さ
ん
は
、
大
雪
に
み
ま
わ
れ

た
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
、
自
宅
近

く
で
同
事
業
所
の
送
電
線
の
異
常
に

気
づ
き
、
家
族
を
通
じ
て
通
報
し
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
た
。

海
寶
所
長
は「
室
井
さ
ん
に
感
謝
。

倒
木
な
ど
に
よ
る
接
触
事
故
は
、
送

電
シ
ス
テ
ム
全
体
に
支
障
を
与
え
大

事
故
に
つ
な
が
る
。
異
常
を
発
見
し

た
際
は
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

齊藤町選管委員長総務大臣表彰

大事故を未然に防ぐ 室井寧々さん（江川小6年）に感謝状

■1月17日付け町人事異動　（　）内は前職 総務課長兼総務班長　　　室井　春雄（事業課長）　　

事業課長兼産業振興班長　星　　隆雄（産業振興班長）



善意ありがとう

星澄雄副町長（左）に寄付金を手渡す
白岩支部長（中央）と小椋さん

花束を受け取る室井前教育長

□12月22日
立正佼成会会津教会田島支部の白岩

佐江子支部長と明るい社会づくり運動
会津地区協議会の小椋哲雄さん（戸赤）
が来庁し、町に10万円（同会津教会よ
り）と 5万円（同会津地区協議会より）
を寄付されました。

□ 1月11日
渡部浩さん（塩生出身・埼玉県飯能

市）は、町の教育振興に役立てていた
だきたいと 4万円を寄付されました。                                                                                                         

任
期
満
了
に
と
も
な
う
室
井
文

輔
教
育
長
の
退
任
式
は
、
一
月
十

四
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
、
職
員

ら
約
七
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
、湯
田
雄
二
町
長
が「
教

育
振
興
の
た
め
に
尽
力
し
た
室
井

教
育
長
に
感
謝
。
今
後
も
一
住
民

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま

し
た
。 室

井
文
輔
教
育
長
退
任
式

│
退
任
の
あ
い
さ
つ
│

平
成
十
九
年
一
月
に
教
育
長
を

拝
命
し
、
町
の
教
育
発
展
の
た
め

に
「
思
考
の
種
を
蒔
き
な
が
ら
実

行
の
実
を
刈
り
取
る
」
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
前
進

で
き
た
こ
と
は
、
皆
様
か
ら
の
温

か
い
ご
指
導
ご
協
力
の
賜
物
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
素

直
な
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
輝
く
笑

顔
、
教
職
時
代
の
教
え
子
か
ら
毎

年
い
た
だ
い
た
善
意
な
ど
は
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

収
穫
で
き
た
「
実
行
の
実
」
が

大
き
く
花
開
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

安心をあなたに、安全をみんなに。安心をあなたに、安全をみんなに。
▼高齢運転者標識の新デザイン

高齢運転者標識が平成23年 2

月 1 日から新しいデザインにな

りました。（旧標識も当分の間

は使用できます）

●高齢運転者標識の表示者

普通自動車を運転することが

できる免許を受けた、年齢70歳

以上の方で、加齢にともなって

生じる身体機能の低下が運転に

影響を及ぼすおそれがある人

●標識の表示箇所

普通自動車の前面及び後面に

表示してください。（罰則はあ

りません）

高齢運転者標識を表示した普通自動車に

対して幅寄せや割込みをした自動車運転

者は処罰されます。

周囲の
運転者の
遵守事項

※従来の標識も当面は
　使用できます。

 ■南会津警察署　
 　☎0241（62）1140
■楢原駐在所 ■湯野上駐在所
　☎0241（67）2325 　☎0241（68）2259

こんにちは！駐在所です

VOL109
12月
13日　12月定例議会
16日　一般質問
17日　議案審議
20日　会津鉄道（株）社長来庁
21日　南会津警察署落成式
22日　湯野上歩道建設事務所協議／県消防保安課

長来庁／関西ブロードバンド来庁／NTT会
津若松支店長来庁

24日　会津鉄道（株）第101回取締役会
28日　仕事納めの式／田島下郷町衛生組合仕事納

めの式

1 月
4 日　仕事始めの式／広域消防下郷出張所仕事始

めの式／田島下郷町衛生組合仕事始めの式
／新春年始会

5日　昭和電工事業所長来庁／年始知事懇談会
6日　福島民報本社訪問／福島民友新聞本社訪問
7日　南会津地方振興局長来庁／電源開発東日本

支社長来庁／南会津建設事務所長来庁／郡
山国道事務所長来庁

9日　消防団出初め式
13日　企業訪問
14日　教育長退任式

お問い合わせ



一
月
十
四
日
、
町
食
生
活
改
善

推
進
員
会
（
渡
部
ヤ
ス
子
会
長
・

倉
村
）
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
じ
ゅ
う
ね
ん
料
理
調

理
試
食
会
」
を
開
催
し
、
推
進
員

八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

し
ん
ご
ろ
う
に
次
ぐ

じ
ゅ
う
ね
ん
料
理
を
考

案
し
よ
う
と
、
各
自
が

ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、

じ
ゅ
う
ね
ん
を
使
用
し

た
ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
や

笹
餅
な
ど
を
作
り
、
味

を
確
か
め
ま
し
た
。

渡
部
会
長
は
「
今
後

も
試
食
会
を
重
ね
、
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
提

供
で
き
る
料
理
を
考
案

し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

調理試食会を開いた食生活改善推進員の皆さん

考案した料理の一つ
（じゅうねん入りライスコロッケ）

アンコウのつるし切り

犯罪防止に一役
町防犯連絡所連絡会が啓発活動

関係者に感謝
道の駅しもごう感謝の集い

町
防
犯
連
絡
所
連
絡
会
（
渡
部

明
夫
会
長
代
理
・
塩
生
）
は
、
十

二
月
二
十
二
日
、
年
末
年
始
の
犯

罪
防
止
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。同

連
絡
会
で
は
、
毎
年
こ
の
時

期
に
町
内
金
融
機
関
を
訪
問
し
、

強
盗
事
件
の
防
止
な
ど
を
目
的
と

し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。昨

年
、
郡
内
で
は
倉
庫
荒
ら
し

な
ど
の
事
件
が
増
加
。
同
会
員
は
、

町
内
へ
の
犯
罪
流
入
を
防
ぐ
た
め

に
、
警
察
署
と
連
携
し
た
防
犯
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
し
も
ご
う
の
「
新
春
感

謝
の
集
い
」は
、一
月
二
十
一
日
、

同
駅
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
い
は
、
関
係
者
の
日
頃
の
協

力
に
対
す
る
感
謝
の
意
か
ら
開
か

れ
、
昨
年
に
続
き
二
回
目
。
約
八

十
名
の
招
待
者
に
、
餅
や
ア
ン
コ

ウ
鍋
、
松
葉
蟹
な
ど
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

集
い
に
先
立
ち
、
道
の
駅
前
広

場
で
は
、
餅
つ
き
や
ア
ン
コ
ウ
の

解
体
な
ど
が
行
わ
れ
、
内
陸
で
は

珍
し
い
つ
る
し
切
り
に
招
待
者
や

一
般
来
場
者
は
足
を
止
め
て
い
ま

し
た
。

弥五島郵便局で啓発活動を行う会員

じ
ゅ
う
ね
ん
料
理
を
考
案

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

皆さまからの身近な情報をお待ちしています。　行政推進係　℡0241－69－1122



町の話題

星南斗君がＭＶＰ
ポカリスエットサッカーリーグ

文化遺産を守れ！
文化財防火訓練

新年迎える優しい光
楢原見明しの灯

雪上に広がる歓声
塩生区雪中運動会

昨
年
中
、
会
津
各
地
を
会
場

に
開
催
さ
れ
て
い
た
二
〇
一
〇

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
Ｕ
│
12
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
in
会
津
（
兼
第
二

十
回
東
北
電
力
カ
ッ
プ
争
奪
杯
）

の
表
彰
式
は
、
十
二
月
十
九
日
、

会
津
若
松
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。出

場
し
た
本
町
チ
ー
ム
の
星

南
斗
君
（
旭
田
小
六
年
）
が
最

優
秀
選
手
と
得
点
王
（
大
会
中

二
十
四
得
点
）
に
、
星
美
羽
さ

ん
（
楢
原
小
四
年
）
と
杉
本
翔

栄
君
（
同
小
三
年
）
が
ベ
ス
ト

8
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

町
教
育
委
員
会
は
、
一
月
二

十
三
日
、
消
防
団
の
協
力
の
も

と
文
化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
国
指
定
重
要
文

化
財
の
中
ノ
沢
観
音
堂（
中
妻
）

付
近
か
ら
出
火
し
た
と
想
定
。

消
防
団
員
ら
約
七
十
名
が
参
加

し
放
水
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。参

加
者
は
町
の
貴
重
な
文
化

的
遺
産
を
守
る
た
め
、
通
報
か

ら
消
火
ま
で
一
連
の
手
順
を
確

認
し
な
が
ら
訓
練
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

第
六
回
旧
宿
駅
「
楢
原
」
見

明
し
の
灯
（
み
あ
か
し
の
ひ
）

は
、
十
二
月
三
十
一
日
、
楢
原

区
の
八
幡
・
雷
神
社
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
年
の
参
拝
客
を
ろ
う
そ
く

の
火
で
迎
え
よ
う
と
、
有
志
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
（
工
藤
武

美
会
長
）
の
会
員
ら
約
二
十
名

が
参
加
し
、
参
道
沿
い
に
火
を

灯
し
ま
し
た
。

幻
想
的
な
ろ
う
そ
く
の
火
に

誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
八
幡
神
社

は
多
く
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

塩
生
区
雪
中
運
動
会
は
、
一

月
十
六
日
、
塩
生
公
会
堂
前
広

場
で
開
催
さ
れ
、
区
民
ら
約
百

二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
区
で
は
、
毎
年
一
月
に
区

民
の
親
睦
な
ど
を
図
る
た
め
運

動
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

運
動
会
で
は
、
ク
イ
ズ
や
そ

り
レ
ー
ス
、
綱
引
き
と
い
っ
た

様
々
な
種
目
が
行
わ
れ
、
会
場

に
は
区
民
の
歓
声
が
響
き
ま
し

た
。ま

た
、
参
加
者
に
は
豚
汁
や

餅
、甘
酒
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、

冷
え
た
体
を
温
め
ま
し
た
。

表彰された左から杉本君、星君、星さん

放水訓練を行う消防団員ら

参道を照らす多数のろうそく

様々な種目が行われた運動会



短
歌

〝

〞〝

〞〝

〞

☆育児相談会（月 1回、第 2火曜日）
発育のこと、離乳のこと、健康にかかること
で不安なことはありませんか。保健師やセンタ
ー職員が相談に応じます。身長や体重を測定し
ます。母子手帳を持参してください。
日時　 2月 8日（火）　13：30～15：00
場所　地域子育て支援センター
☆しつけやその他の育児不安についての相談は
保育士やセンター職員が対応します。
日時　毎週月～金曜日　 9：00～16：00
場所　地域子育て支援センター
※電話、来所で受け付けています。お気軽にご
利用ください。

お子さんとおやつ作りをすることで「食べる
こと」について考えてみましょう。町栄養士や
食改さんと一緒に、残りごはんで作れる野菜の
入ったおやきを作ります。
日時　 2月16日（水）　10：00～12：00
場所　ふれあいセンター　和室
持ち物　エプロン・バンダナ・タオル
☆参加希望の方は、前日までに子育て支援セン
ターに申し込んでください。

雪が降って寒くて家の中にとじこもっている
おともだちへ！ぽかぽかのフロアでままごとし
たり、絵本をみたり、すべり台に乗ったり、た
くさんの遊具とおともだちが待っています。
お子さんの遊び場として、子育て孫育て中の

お母さんおばあちゃんたちの情報交換やリフレ
ッシュの場として、お気軽に遊びに来てくださ
い！
日時　毎週月～金曜日（祝祭日を除く）

午前の部　 8：30～12：00　
午後の部　14：30～16：00

育　児　相　談

うさちゃんクラブ

育 児 サ ロ ン

「団子さし」に参加しました（うさちゃんクラブ）
しもごう保育所そら組のおじいちゃんおばあち
ゃんと一緒に、団子をまるめてさして、豊作と
健康を願いました。

塩生地区では、子育て中の家族
の交流を図るために、クリスマ
ス会が開催されました。（12月
19日）

親子で楽しく運動遊び。寒さをふきとばそ
う！（３Ｂ体操教室）
日時　 2月23日（水）　10：00～11：30
場所　ふれあいセンター
講師　日本３Ｂ体操協会指導士
　　　木戸慶子　先生
持ち物　運動のできる服装・飲み物（水やお茶）
☆子育て講習会で参加希望の方は、前日までに
子育て支援センターに申し込んでください。

つくしんぼう学級
子育て講習会　合同

2月
地域子育て支援センター
（しもごう保育所内）

TEL69-1137  FAX69-1136

地域子育て支援センターは、
皆さんの子育てを応援します。



3 月生まれの“すこやかちゃん”
はだれかな？掲載希望者は15日までに
行政推進係へ連絡をTEL6 9－1 1 2 2

Abukuma cave
阿武隈洞
お正月、私は、親切な知人に誘われ阿武隈洞へ行きま

した。イギリスにもたくさんの洞窟があり、見学したこ
とがあります。日本の洞窟は今回が初めてで、茨城県で
英語指導助手をしていた従姉妹から阿武隈洞について聞
いていたこともあり、非常に興味がわきました。
下郷町から阿武隈洞までは長いドライブとなりました

が、天候に恵まれ、楽しい旅行となりました。
鍾乳洞に入ることは、もう一つの世界（とても古い別

の世界）に入るように感じました。洞穴内にはきれいな
水が流れ、湿度の高い状況でした。また、温度は、年間
を通じて15度程度であると聞きました。夏には涼しく、
冬には暖かく感じることでしょう。
我々は全長600ｍのコースにチャレンジし、どんどん

奥へと進んでいきました。観光洞窟とは言え、探検して
いるようで、面白い経験となりました。自然が長い時間
をかけて造り上げた鍾乳石や石筍などは本当に美しく、
途方もない時の積み重ねを感じることができました。一
部、非常に狭い場所もあり、体を低くしなければ通るこ
とができませんでした。カラフルな照明が設置された洞
内は、幻想的に地下世界を演出し、私はたくさんの写真
を撮りました。
今回、見学したのは600ｍでしたが、後から、この洞

「いたずら大好き！」

田部希
のぞ

海
み

ちゃん 
（光洋さん、塩生） 

「えへへっ、動くの大好き。
やりすぎました(^_^)」

玉川　愛
めぐみ

ちゃん 
（健一郎さん、弥五島） 

窟の全長は2,500ｍにもおよぶことを聞いて驚き
ました。人間が、うかがい知ることができない「自
然の力」と「悠久の時間」に圧倒されます。
日本での貴重な体験を提供してくれた知人は、
長い時間運転をしてくれました。心から感謝して
います。
 Matthew Baker（マシュー　ベイカー）



－しもごう保育所－
下郷町大字豊成字林中6110-3

ＴＥＬ0241（69）1135

所 長 大竹　昌次

職 員 数 　2 1名

入所児数 　1 2 3名

ひよこ組（ 0～ 1歳） 1 4名

うさぎ組（ 2歳） 　2 0名

か ぜ 組（ 3歳） 　2 4名

に じ 組（ 4歳） 　2 8名

そ ら 組（ 5歳） 　3 7名

●保育理念

子ども一人ひとりを大切にし、

保護者からも信頼され、地域に愛

される保育所を目指す。

●保育目標

○思いやりのある子ども

○がまん強い子ども

○がんばる子ども

○みんなと仲良く遊べる子ども

しもごう保育所にじ組のおともだち

しもごう保育所の元気いっぱいの

にじ組（男子17名・女子11名・計28

名）です。

男の子が多くて、ちょっとにぎや

かですが楽しくて保育士も子どもた

ちも笑顔いっぱいのクラスです。

子どもたちは、体を動かして遊ぶ

ことも好きですが、絵本や紙芝居も

大好きで、好きなお話は、いつもの

“にぎやかさ”はどこへやら。とて

も集中して聞いています。

今、子どもたちが熱中しているこ

とは“なわとび”と“文字”です。

なわとびは本当に真剣な表情で何

度も練習しています。文字は本や私

たちの書いたひらがなの文書を一生

懸命に一つひとつ読んでいます。カ

ルタとりが大好きで毎日楽しく遊ん

でいる姿がみられます。

あと少しで年長組です。保育所で

一番のお兄さんお姉さんになります。

小さいお友だちの面倒をやさしく

みてあげられるようになってほしい

と願っています。

佐藤ますみ先生（左）
皆川　有希先生 

次回は 5月号（新年度）に
掲載予定です。



町役場は土日閉庁
　町老人福祉センターは年末
年始の休所日を除き運営して
います。
☎69-1122
 ………………………役　場
☎69-5111
 …………………江川出張所
☎69-1166・1168
 ………………町教育委員会
☎67-2211・2629
 ……………………町公民館
☎67-2905

コミュニティーセンター
☎69-1112
……下郷ふれあいセンター
☎67-3251
……………グリーンプラザ
　　（田沼文藏記念館）

☎69-1135
 ……………しもごう保育所
☎68-2315
 ………………湯野上保育所
☎67-4433
 ……………………町物産館
☎67-2416
……町観光公社・養鱒公園

〈主な行事予定〉

9日　湯野上保育所保育参観

10日　腎臓病予防教室（ふれセン）

12日　大内宿雪まつり（～13日）

19日　なかやま雪月火

27日　町民スキー大会（だいくらスキー場）

Feb. 2011

2 月

グリーンプラザ田沼文藏記念館
TEL（FAX）0 2 4 1 − 6 7 − 3 2 5 1
□開館時間　9： 0 0 ～ 1 7： 0 0
□休　館　日　毎週月曜日・年末年始

＊エルニーニョ 中島京子（講談社）
＊故郷のわが家 村田喜代子（新潮社）
＊PRIDE　池袋ウェストゲートパーク10
 石田衣良（文藝春秋）
＊人生の終いじたく 中村メイコ（青春出版社）
＊漂流　本から本へ 筒井康隆（朝日新聞社）
＊見えない鎖 鏑木　蓮（潮出版社）
＊篝火草 海野　碧（光文社）
＊信玄の狗 楠木誠一郎（実業之日本社）
＊お江の方と春日局 植松三十里（NHK出版）
＊ライラの冒険　黄金の羅針盤　上・下

フィリップ・プルマン（新潮社）

納税には便利な口座振替を

■お問い合せ
　税務班 TEL 0241 - 6 9 - 1 1 5 5

2 月の納税等
payment of taxes

この社会
あなたの税がいきている…

固定資産税…………４期
国民健康保険税……８期
介護保険料…………６期
水道使用料…………２月
後期高齢者医療保険料 …７期

“こころ”の相談会(心配ごと相談会合同)

国内の年間自殺者数は 3万人を超える高水

準で推移し、その90％以上は亡くなる時に精

神疾患相当の状態にあると言われています。

町では、自殺対策事業の一環として、ここ

ろの相談会（町社会福祉協議会の心配ごと相

談会と合同）を開催します。

小さな悩み事でもお気軽にご相談ください。

秘密は厳守します。

■日時　 2月14日（月）10時～15時
■場所　ふれあいセンター
■こころの相談会（要予約・家族でも可）
　会津中央病院　精神科医師　村山浩之先生

　＊相談希望者は健康係（℡6 9－1 1 9 9）

　　に事前予約を行ってください。

■心配ごと相談会（予約なし）
　民生委員、人権擁護委員、行政相談委員

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

◆お問い合わせ　こころの相談会　健康福祉班健康係　℡6 9－1 1 9 9
心配ごと相談会　町社会福祉協議会　℡6 9－5 1 1 1

厚生労働省　福島労働局賃金室
ＴＥＬ024－536－4604

必ずチェック最低賃金！必ずチェック最低賃金！
福島県の最低賃金

657657円円（時間額）



国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の

相
談
先
と
手
続
き
先
に
つ
い
て

▼
自
営
業
者
な
ど
の
方

（
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
）

自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
の
方
の
年
金
の

相
談
と
各
種
の
届
出
、
手
続
き
先

は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
窓

口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

（
国
民
年
金
第
二
号
被
保
険
者
）

▼
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方

（
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
）

厚
生
年
金
の
加
入
者
の
方
（
国

民
年
金
の
第
二
号
被
保
険
者
）
と

そ
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方
（
国
民

年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
）
の
年

金
の
手
続
き
は
、
勤
め
先
の
事
業

主
の
方
が
行
い
ま
す
の
で
、
ご
自

身
で
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

一
般
的
な
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
の
相
談
に
は
、
加
入
者
、
受
給

者
の
方
と
も
に
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」（
☎
0
5
7
0
│

05
│

1
1

6
5
）
が
便
利
で
す
。
一
般
の
固

定
電
話
で
は
、
接
続
先
に
か
か
わ

ら
ず
、
市
内
通
話
料
金
の
み
で
利

用
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
ル
先
は
☎
0
3

│

6
7
0
0
│

1
1
6
5
と
な
り
ま

す
。電

話
す
る
前
に
、
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
を

用
意
し
た
り
、
相
談
し
た
い
事
柄

を
メ
モ
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

▼
年
金
事
務
所
等

面
談
に
よ
る
国
民
年
金
、
厚
生

年
金
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

加
入
者
、
受
給
者
の
方
と
も
に
、

年
金
事
務
所（
全
国
3
1
2
カ
所
）

ま
た
は
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ

ー
（
全
国
51
カ
所
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

会
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若
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年
金
事
務
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☎
0
2
4
2
（
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）
5
3
2
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http://w
w
w
.nenkin.go.jp

■提出期限　　下記①②ともに
　　　　　　　平成23年 2 月28日まで
　　　　　　　（平日 8時30分～17時）

■添付書類　　下記①②ともに
事業税・法人税・固定
資産税・自動車税・消
費税等の納税証明書等

①建設工事・測量等・製造販売
●申請書様式　県指定様式（県ＨＰ及

び県建設業協会発行）
を使用

●提出部数　　Ａ 4版ファイルにて 1
部持参提出

▼提　出　先　建設班管理係
　　　　　　　℡0 2 4 1－6 9－1 1 7 7
②物品購入（修繕）・役務
●申請書様式　町指定または県指定様

式（県ホームページ及
び県建設業協会発行）
を使用

●提出部数　　 1部持参提出（ファイ
ルとじ不要）

▼提　出　先　総務班企画財政係
　　　　　　　℡0 2 4 1－6 9－1 1 2 2
※町指定様式は町ＨＰからダウンロー
ドできます。

平成23・24年度　指名競争入札
参加資格申請（新規分）の受付

母子寡婦福祉資金貸付制度について
■資金の概要
「母子家庭」と「寡婦」のための低利の貸付制度です。

経済的な自立や児童の修学などに必要な資金を借りることがで

きます。

■対象となる方
①母子福祉資金　●20歳未満の児童を扶養している配偶者のない

女子

●20歳未満の父母のいない児童

②寡婦福祉資金　●過去に母子家庭として20歳未満の子を扶養し
たことがある配偶者のいない女子

●40歳以上の配偶者のいない女子で前年の所得

が203万 6 千円以下の方

■申込みの方法　お住まいの町村役場に申請してください。
■貸付金の種類（一部抜粋）

資金種別 使　　途 貸付最高限度額 据置期間 償還期間 利　率

修学資金 児童が高校・高専・大学に就学中の必要経費 月額18,000～64,000円
卒業後
6ヶ月間

10年以内 無利子

修業資金
児童が事業を開始し、また就職するために必
要な知識技能を習得するために必要な経費

月額50,000円（自動車運転
免許取得は、46万円）

期間終了後
6ヶ月間

6年以内 無利子

就学支度
資　　金

児童の学校への入学もしくは、修業施設への
入所に必要な経費

39,500～590,000円
卒業・修業後
6ヶ月間

修学10年以内
修業 5年以内

無利子

就職支度
資　　金

母または児童が、就職するために直接必要な
経費（被服費等）

100,000円
貸付後
1年間

6年以内 無利子

※資金の種類は、上記の他に、事業資金、技能習得資金、住宅資金等、各種の貸付資金がありますので、詳細は
下記窓口までお問い合わせください。

■お問い合わせ　町役場健康福祉班福祉係　℡ 0 2 4 1 － 6 9 － 1 1 9 9
　　　　　　　　県南会津保健福祉事務所　℡ 0 2 4 1 － 6 3 － 0 3 0 5



2月 保健行事のおしらせ

Information
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と
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い
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の
非
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を
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し
ま
し
た
。

母
子
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奥
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も
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れ
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す
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（
佐
藤
充
志
）

（12月届出分）
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あ
げ
ま
す
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ワクチン接種はお済みですか？
■麻しん風しん
麻しんと風しんは、特に小児期に感染しやすく

発熱や発疹などをともなう病気です。

一般的に年長児や大人になってからの発症は重

症化し治りにくくなります。

●接種時期（ 3期以外個別接種）
対　象　者

第１期 １歳以上２歳未満

第２期 ５歳以上７歳未満(保育所年長に相当)

第３期 13歳となる年度中(中学１年生に相当)

第４期 18歳となる年度中(高校３年生に相当)

※ 2 期と 4期は 3月31日まで公費負担で接種でき

ます。

■日本脳炎
日本脳炎は、ウイルスを持つ蚊を介して感染す

る中枢神経（脳や脊髄など）の疾患です。多くは

無症状に終わりますが、発症した場合には死に至

ることもある病気です。

●接種時期（全て個別接種）
対　象　者

第 1期
（ 3回）

初回
（ 2回）

6か月以上90か月未満
（標準として 3歳）

追加
（ 1回）

初回接種後おおむね 1年後
（標準として 4歳）

第 2期（ 1回） 9歳以上13歳未満(標準として 9歳)

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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12月の気象で～た12月の気象で～た
最高気温 　15.0℃（ 5日）
最低気温 －10.0℃（27日）
平均気温 　 1.0℃
降水量月計 182.0㎜
降雪量月計  50.0㎝
【役場、午前9時観測】

行　　　事 日　　　　　　　時 場　　　所 対　　象　　者　　等

腎臓病予防教室 10日（木） 受付　 9：30～15：00 ふれあいセンター
2月 4日までに健康係へ電話（69－1199）
予約してください。

４か月児健康診査 16日（水） 受付　12：15～12：45
南会津町保健センター
（御蔵入交流館）

平成22年10月生まれ

心の健康相談 18日（金） 　　　13：00～15：00 南会津保健福祉事務所
南会津保健福祉事務所へ電話（63－0305）
予約してください。

健
康
相
談

乳
幼
児　

11～12か
月児

23日（水）
受付　12：30～13：00

ふれあいセンター

平成22年 2 月～ 3月生まれ

6～ 7か
月児

受付　13：00～13：30 平成22年 7 ～ 8 月生まれ

■お問い合わせ　健康福祉班健康係　℡0241－69－1199
＊予診票や母子手帳を紛失し接種履歴がわからない方はお問い合わせください。
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日曜当番医（変更になる場合がありますので、ご了承ください）
月　日 医　　　院　　　名 電話番号

2月 6日 愛輝診療所 （南会津町）78－8688

13日 あべクリニック （南会津町）62－8733

20日 みなみあいづ眼科 （南会津町）63－3011

27日 きむらクリニック （南会津町）62－5576

3月 6日 佐藤医院 （下郷町）67－2134

13日 高橋医院 （南会津町）62－0040

20日 芳賀医院 （下郷町）67－2128

27日 長谷川医院 （南会津町）62－0032

地域のために
活動したい

未帆さんは、地域活性化や情報技術に
ついて学びたいと、産業情報学科に進学
しました。
高校時代、厳しい練習の末、仲間とと
もに合唱全国１位の栄冠を手にし「目標
を持つ大切さ」を実感したと言います。
短大では、よさこいサークルに所属。各
地のイベントなどに参加してきました。
「全国各地に出かけ、客観的に地元を
見ると、あらためて町の良さを感じるこ
とができます」と笑顔で話します。
趣味は、スポーツとカラオケ。友人た
ちと楽しい時間を過ごすのが好きだと言
います。
将来の夢は、学んだ知識や経験を生か
して地元に貢献すること。「大好きな地
域のために少しでも役に立ちたい」と話
す希望に満ちた表情が印象的でした。

佐野 Sano
Miho 未帆さん

（十文字）

265

「郷
短期大学部に通学しています。

土愛を育む環境が下郷にはありま
す」と話す未帆さんは、会津大学

よみがえれ江戸宿場 大内宿雪まつり
（2月12～13日）

２千本の火の世界 なかやま雪月火
（2月19日）

冬
を
彩
る
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
「
大

内
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雪
ま
つ
り
」
と
「
な
か
や
ま
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」
が
開
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さ
れ
ま
す
。
雪
と
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の
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作
り
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す
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想
的
な
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界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
大
内
宿
雪
ま
つ
り

○
日
時

　

2
月
12
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

　

2
月
13
日
（
日
）
午
前
9
時
30
分
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お祭り


